
情報化推進組識の経緯と今後の方向（たたき台）
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9,700名（中央）
3,000名（地域）
・機器展示フェア
・セミナー
・インターネット教室
・県民ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞｺﾝﾃｽﾄ
※第１回全国自治体

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞｺﾝﾃｽﾄ表彰式

インターネットの普及啓発

情報化イベント

マルチメディアの体験・活用 デジタルデバイドの解消

22,500名（中央）
9,800名（地域）
・機器展示フェア
・セミナー
・分野別ﾌｫｰﾗﾑ
・県民ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞｺﾝﾃｽﾄ
・インターネット教室
・アジアとのﾈｯﾄﾜｰｸ交流

新潟県高度情報化推進協議会(270会員）

新潟県IT&ITS推進協議会(351会員）

にいがた
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ

にいがた
ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ

にいがたマルチメディアワールド

20,700名（中央）
36,408名（地域）
・機器展示フェア
・セミナー

24,200名（中央）
43,378名（地域）
・機器展示フェア
・セミナー
・インターネット教室

16,600名（中央）
14,976名（地域）
・機器展示フェア
・セミナー
・インターネット教室

普及啓発事業／人材育成事業／調査研究事業／情報交流事業

・機器展示フェア
・セミナーetc

普及啓発事業／人材育成事業
調査研究事業／情報交流事業

携帯電話インターネットの
爆発的普及（2,364万人）

●情報化地域イベント
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◇主催
にいがたｲﾝﾀｰﾈｯﾄ
ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ実行委員会

(23団体）

（イベントの方向性）
・デジタルデバイドの解消に寄与する 産・
官・学・民の連携によるイベント

・誰でも、どこからでも参加できるイベント
・ソフト財産として引き継がれるイベント
・総合的なものから具体的なイベントへ
→分野別観点の導入

◇主催
にいがたﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ
ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ実行委員会

(46団体）

■理念：すべての国民がインターネットなど高度情報通
信ネットワークを容易に利用でき、情報通信技
術の恩恵を受けられる社会の実現

■基本方針：
・世界最高水準のネットワークの整備
・電子商取引の推進
・電子政府、電子自治体の推進
・国民の情報活用能力向上及び専門的人材の育成

e-Japan戦略
e-Japan戦略

e-Japan重点計画
e-Japan重点計画

ＩＴ利用環境の
地域格差

産・官・学・民の
連携不足

人的な側面の
情報格差
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